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【研究プロジェクト名および概要】 

１． 頭頸部腫瘍学 

① 頭頸部腫瘍の診療と治療 

② 頭頸部腫瘍における網羅的遺伝子解析 

③ 頭頸部腫瘍発症マウスモデルの作成 

２． 喉頭科学 

① 声帯瘢痕生成機序の解明と新規薬物治療法の開発 

② 加齢による音声障害に対する新規治療法の開発 

③ 機能性発声障害と声帯振動解析 

④ 痙攣性発声障害の病態解明と新たな治療法の開発 

⑤ エビデンスに基づく嚥下障害治療法の確立 

３． 耳科学 

① 遺伝性難聴の根本的治療法の開発 

② 内耳発生メカニズムの解明 

③ 加齢性難聴の治療法の開発 

④ ミトコンドリア異常による難聴の病態解明 

 

【研究者および大学院生】    （研究プロジェクト） 

教 授    折田 頼尚  （研究の統括） 

講 師    村上 大造  （１－①②③） 

宮丸 悟   （１－①②③、２－①②⑤） 

    伊勢 桃子  （１－①②、３－①②③④） 

助 教    西本 康兵  （１－①②③、２－①③④） 

   竹田 大樹  （１－①②、３－①②③④） 

       宮本 祐亮  （１－①②③） 

       倉岡 薫瑠子 （２－①②③④⑤） 

医 員    齋藤 陽元、伊東山 舞、村上 瑛、寺田 夕希、古庄 隼也、幸野 香織 

医員（パート）菅村 真由美、髙村 晴香 

大学院生（博士課程） 竹本 梨沙（１－①②③） 

【連絡先】 

TEL：０９６－３７３－５２５５ 

【ホームページ】 

http://kumamoto-ent.com/ 
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